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平成 28 年 5 月 11 日 

 

各 位 

 

上場会社名 株式会社ほくほくフィナンシャルグループ 

代表者 取締役社長 庵 栄伸 

(コード番号 8377) 

問合せ責任者 企画グループ長 北川 博邦 

(TEL 076-423-7331) 

 

中期経営計画の策定について 

 株式会社ほくほくフィナンシャルグループでは、2016 年 4 月から 2019 年 3 月までの 3 年間を

計画期間とする中期経営計画を策定しましたので概要をお知らせいたします。 

 

1. 名称 

『BEST for the Region』 

この名称には、地域 No.1 の金融サービスの提供を通じてお客さまと地域社会に貢献するこ

とで「地方創生」の一翼を担い、地域と共に成長・発展する金融グループを目指すという強

い思いを込めています。 

 

2. 計画期間 

３年間（2016 年 4 月～2019 年 3 月） 

 

3. 計画の位置付け 

主たる営業エリアである北陸と北海道では、北陸新幹線と北海道新幹線の開業という明る

い話題の後押しもあり景況感は回復基調にある一方で、2017 年に控える消費増税や、少子高

齢化や都市部への人口流出、企業活動の海外志向の高まりを受け、特に地方での経済縮小が

現実味を帯びつつある状況にあります。 

マイナス金利政策等の金融緩和策による金利低下は暫く続く見込みであり、銀行経営には

逆風ではありますが、当社グループではビジネスモデルの変革とグループシナジー効果の更

なる追求により、地域 No.1 の金融サービスの提供によるお客さまと地域社会への貢献を通じ

て、地域と共に環境変化に打ち勝ち、成長・発展していくことを目指してまいります。 

 

4. 重点施策 

本中期経営計画では、「営業力の強化」・「経営の効率化」・「経営基盤の強靭化」の 3つのコ

ンセプトのもと、「お客様の期待を上回る提案力・サービス力」、「競争を勝ち抜ける機能的な

組織」、「地域から信頼される安定した財務基盤」の実現に向けた重点施策に取り組んでまい

ります。 
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(1) 個人マーケットへの取り組み 

① 資産形成層と資産運用層へのライフステージに応じた提案や、相続をはじめとした

資産承継支援に対する取り組みにより、地域のお客さまのお役に立つ情報提供と関

連商品・サービスのご案内に努めてまいります。 

② ローンの商品性・利便性向上とプロモーション強化により様々な借入ニーズに応じ

て、多くのお客さまに選んでいただけるよう努力してまいります。 

③ 対面・非対面チャネルの機能の向上により、身近で頼れるメインバンクを目指して

まいります。 

 

(2) 法人マーケットへの取り組み 

① 事業性評価と目利き力を磨き、企業とのきめ細やかなリレーションを通じて経営課

題やニーズを共有し、当社グループの持つ様々なソリューションを提供することで、

地域産業の成長・発展に貢献します。 

② 当社グループの強みである北海道・北陸・3 大都市圏の幅広い国内ネットワークを

活かしたビジネスマッチング等の支援と、豊富な海外拠点を活かした海外ビジネス

のサポートに努めます。 

 

(3) 有価証券運用強化 

円債を中心としたポートフォリオを基本としつつ、マーケット環境に応じて機動的

に投資信託や外債での運用を強化することで収益力を強化します。 

 

(4) 効率化への取り組み 

① ＩＴ投資によるペーパレス化や事務処理の簡素化に加えて、事務バックオフィスの

強化やグループ内での共同化・集約化に取り組むことで、生産性の向上と効率的な

業務運営態勢を構築します。 

② 既存店舗のエリア運営態勢の変更や営業スタイル別店舗の導入、地域やマーケット

に適した店舗の再配置、非対面チャネルの強化により、地域のお客さまにご満足い

ただける金融機能の提供とご利用しやすい環境の提供に努めます。 

 

(5) 資本政策にかかる取り組み 

地域に安定的に金融サービスを提供していくために必要な健全な財務基盤の維持を

第一としつつ、経済環境や収益状況に応じて株主還元の充実に努めてまいります。 

 

 

詳細については、別紙プレゼンテーション資料「中期経営計画」をご覧ください。 
 

以 上 



中期経営計画 平成28年4⽉〜平成31年3⽉

BEST for the Region



⽬次

2

• 外部環境 ・・・ P3
• 内部環境 ・・・ P5
• 前中期経営計画の総括 ・・・ P6
• 中期経営計画の概要 ・・・ P7
• 中期経営計画の⽬標計数 ・・・ P9
• 個⼈取引〜預かり資産 ・・・ P10
• 個⼈取引〜個⼈ローン ・・・ P11
• 法⼈取引 ・・・ P12
• 有価証券運⽤・リスク管理 ・・・ P13
• 効率化・経費 ・・・ P14
• 資本政策・配当⽅針 ・・・ P15



544 
623 

680 723 

57 79 115 154 

H23

年度

H24

年度

H25

年度

H26

年度

来道者数（実人数）

来道観光客

訪日外国人

万人

新千歳空港：訪⽇客増を
受け、発着枠の拡⼤と発着
制限の緩和を実施予定

函館：H28/3⽉に新幹線
が北海道延伸、15年後には
札幌延伸予定

富⼭・⾦沢：
H27/3⽉に北陸
新幹線が開業

外部環境（機会）
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【観光】 新幹線開業効果による観光拡⼤とビジネス機会の増加
【企業進出】 アクセス向上による企業進出の活発化
【地域資源】 豊かな農⽔産物・広⼤な⼟地と豊富な⾃然資源

店舗所在地（都道府県別）

※北海道HPを基
に当社作成

100 

268 

H26

年度

H27

年度

北陸新幹線利用状況

※JR⻄⽇本IR資料を
基に当社作成

⼀定区間の断⾯輸送量につ
いて、H26年度を100とした場
合のH27年度の輸送量



外部環境（脅威）
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(千⼈) H27年⽐ うち20歳以上

北海道 5,361 4,960 △7.5% △5.2%

札幌市 1,933 1,890 △2.2% 0.3%

富⼭県 1,064 986 △7.3% △5.1%

⽯川県 1,153 1,096 △4.9% △2.6%

福井県 785 731 △6.9% △4.6%
※人口問題研究所HPより当社作成

H27年 H37年

【経済】 マイナス⾦利政策、⽶国利上げと新興国不安、原油安、消費増税
【規制】 RWA標準的⼿法⾒直し、銀⾏勘定の⾦利リスク、流動性規制
【⼈⼝動態】 プライムエリアの⼈⼝減少・⾼齢化

将来⼈⼝推計

⽐較的保有資産が多い65歳以
上では+20.3％

⽯川県は北陸3県の中で⽐較的
減少が緩やかな予想



内部環境（強み）
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【市場シェア】 ⾼い地域シェアを確保

【海外拠点】 中国・アジアを中⼼に9か所
ニューヨーク、ロンドン、バンコク、シンガポール、上海、⼤連、瀋陽、ウラジオストク、
ユジノサハリンスク

【ビジネスマッチング】 ブランド⼒のある地域への新幹線開業は追い⾵
北海道・北陸の主要営業地域の緻密なネットワークと、東京・⼤阪・名古屋もカバー
する幅広い店舗網により、他⾏に⽐べて広範にわたるビジネスマッチング情報の展開
やニーズを踏まえた商談会

【その他】
• 広域店舗網の効率的な運営（軽量化店舗やエリア運営）
• 地銀トップレベルのM＆A実績
• いち早く取り組んできたカードローンのノウハウ
• 農業・⾷・観光などの成⻑分野への取り組み

富⼭県 ⽯川県 福井県 北海道
預 ⾦ 48.6％ (1位) 16.9％ (2位) 14.2％ (2位) 22.2％ (2位)
貸出⾦ 43.8％ (1位) 18.5％ (2位) 14.8％ (2位) 25.3％ (2位)
店舗数 91 36 22 159

※Ｈ27/9月現在、シェアはゆうちょ銀行除く
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前中期経営計画の総括
連結/2⾏合算 北陸銀⾏ 北海道銀⾏

（億円） 中計⽐ 中計⽐ 中計⽐

総預⾦平残 97,903 106,389 5,289 55,675 61,012 3,312 42,227 45,376 1,976

貸出⾦平残 72,778 75,457 657 42,168 43,488 388 30,610 31,968 268

コア業務純益 503 520 50 314 266 △ 16 189 253 67

(連結)当期純利益 181 288 103 123 165 45 72 134 54

(連結)⾃⼰資本⽐率 11.88% 10.30% 0.17% 11.78% 9.78% 0.02% 11.23% 10.23% 0.55%
コア業務粗利益ベース

OHR 65.37% 63.57% △3.43% 61.84% 64.57%
65%未満

達成 69.98% 62.47%
70%未満

達成

不良債権⽐率 3.11% 2.15%
2%台
達成 3.34% 2.18%

2%台
達成 2.79% 2.11%

2%台
達成

要因内訳（2⾏合算） (億円)
24年度 27年度 24年度⽐

貸出⾦利息 1,121 982 △ 138 　×貸出⾦利の低下が継続
有価証券利息 214 269 54 　〇有価証券運⽤の拡⼤と多様化
投信・保険販売⼿数料 69 83 13 　△販売態勢の整備と推進強化
経費 951 909 △ 42 　〇預⾦保険料・⼈件費・機械化費⽤の低下
信⽤コスト 170 37 △ 133 　〇予想損失率の低下継続

ポイント中計⽐

△ 58
50

△ 2
△ 45

27年度
実績

△ 92

24年度
実績

27年度
実績

24年度
実績

27年度
実績

24年度
実績



中期経営計画の概要
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名称 BEST for the Region

意味
お取引先の役に⽴つ商品・サービスやコンサルティング機能の提供（Beneficial）、
グループの業務集約やエリア営業体制の拡充等による効率的な経営体制・営業体制
の整備（Efficient）、着実な収益の積み上げによる健全で信頼される経営基盤の
確保（Sound & Trustworthy）により地域No.1の⾦融グループを⽬指す

⽬指す姿

地域No.1の⾦融サービスの提供を通じてお客さまと地域社会に貢献することで
「地⽅創⽣」の⼀翼を担い、地域と共に成⻑・発展する⾦融グループ

位置付け

予想される環境変化のなかで地域経済をバックアップしていくために、ビジネスモデルの
変⾰とグループシナジー効果の更なる追求に取り組む期間

【予想される環境変化】
少⼦⾼齢化・企業の海外志向・地元経済縮⼩等

ビジネスモデルの変⾰
グループシナジー効果追求

ほくほくFG
北陸銀⾏ 北海道銀⾏

その他の関連会社

お客様
地域社会信頼と選択

No.1サービス
ソリューション



中期経営計画の概要
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3つのコンセプト

① 営業⼒の強化

お客さまの期待を上回る
提案⼒・サービス⼒

• 個⼈のライフステージとライフスタイルに応じたコンサルティング
営業

• 事業性評価と⽬利き⼒の向上や国内外のグループネット
ワークを活かしたソリューション営業

• 先進的かつ最適なサービス提供のためのIT・インフラ投資
• 証券⼦会社によるビジネス領域の拡⼤（銀証連携）

② 経営の効率化

競争を勝ち抜く機能的な
組織

• 営業店業務の軽量化や資源再配置等のBPR加速
• バック事務の統合、システムの統合等によるグループシナジー

の追求

③ 経営基盤の強靭化

地域から信頼される安定
した財務基盤

• 着実な収益の積上げにより、お客様に安⼼してお取引してい
ただける健全な財務体質の構築

• 公正堅実な企業活動
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中期経営計画の⽬標計数

連結/2⾏合算 北陸銀⾏ 北海道銀⾏

（億円） 27年度⽐ 27年度⽐ 27年度⽐

預⾦平残 101,634 105,600 3,965 58,609 61,500 2,891 43,025 44,100 1,074

貸出⾦平残 75,457 77,600 2,142 43,488 44,400 911 31,968 33,200 1,231

コア業務粗利益 1,430 1,345 △ 85 753 710 △ 43 676 635 △ 41

経費 909 930 20 486 490 3 422 440 17

コア業務純益 520 415 △ 105 266 220 △ 46 253 195 △ 58

信⽤コスト 37 60 22 △ 11 30 41 48 30 △ 18

(連結)当期純利益 288 230 △ 58 165 140 △ 25 134 100 △ 34

(連結)⾃⼰資本⽐率 10.30% 9.55% △0.75% 9.78% 8.80% △0.98% 10.23% 8.99% △1.24%
コア業務粗利益ベース

OHR 63.57% 69.14% 5.57% 64.57% 69.01% 4.44% 62.47% 69.29% 6.82%

(参考)連結ROE 5.3% 3.8% △1.5%

27年度
実績

30年度
計画

27年度
実績

30年度
計画

27年度
実績

30年度
計画



個⼈取引〜預かり資産
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 新規顧客獲得
 給与振込・年⾦⼝座等の獲得による預⾦流⼊経路

の拡⼤
 ジュニアNISA、⽣前贈与等の制度活⽤
 コンビニATM、インターネットバンキング、銀⾏⼿続の

窓⼝等とのチャネル連携による利便性の向上

 資産形成・資産承継ニーズへの対応
 取扱商品と購⼊チャネルの充実
 EBM活⽤、潜在ニーズへのアプローチ、オーナー取引

の拡⼤
 コンサルティング能⼒の向上と販売事務フローの効率

化による営業⼒強化

 銀証連携（ほくほくTT証券の設⽴）
 株式を含むフルラインでの商品提供を実現
 ノウハウ共有による提案⼒の向上

803  828 

1,470  1,221 

2,273 
2,049  2,220 

2,450  2,595 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

投信・保険 販売額
億円

投信

保険

投信
+

保険

4,064  3,836  4,095 
4,425 

4,810 

H27/3末 H28/3末 H29/3末 H30/3末 H31/3末

投資信託残高
億円

新規顧客獲得と資産形成・資産承継ニーズへの対応により預かり資産販売を拡⼤



個⼈取引〜個⼈ローン
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商品性・利便性および認知度を⾼めることで地域におけるシェアを拡⼤

 住宅ローン
 商品ラインアップの拡充
 中古・リフォームへの取り組み強化
 インターネット申込、機能の充実
 住宅ローンプラザの充実、ルートセールス

の強化

 無担保ローン
 顧客ニーズに応じた商品の開発
 WEB完結型スキーム、スマホやATM等

の申込経路の多様化
 WEB広告やSNSを利⽤したプロモー

ションの強化
 蓄積されたデータを活⽤した与信モデル

のブラッシュアップ

18,414  18,604  18,880 
19,570  19,805 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

住宅ローン平残

億円

年間実⾏額2,000億円以上

868 
974  1,020 

1,120 
1,220 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

カードローン平残

億円



法⼈取引
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 『顧客の悩み・真のニーズを把握⇒的確な提案⇒信頼関係の構築』を
営業活動プロセスとして定着させる

 顧客との信頼関係を地域経済の活性化や取引拡⼤へつなげる

地域企業の活性化・地⽅創⽣に貢献し、最も頼りになる取引銀⾏と⾔われる存在へ

良く知る活動
⽬利き⼒

事業性評価

良く知る活動
⽬利き⼒

事業性評価

仮説⽴案
検証

仮説⽴案
検証

企業の抱える
経営課題
成⻑戦略
⼈財育成
事業拡⼤
事業承継

etc.

企業の抱える
経営課題
成⻑戦略
⼈財育成
事業拡⼤
事業承継

etc.

改善
解決

真のリレーション実現
地域経済の活性化
地⽅創⽣への貢献

真のリレーション実現
地域経済の活性化
地⽅創⽣への貢献

グループ総合⼒を最⼤限活⽤
 リスクテイク⼒
 情報とノウハウ
 国内外ネットワーク

PDCAサイクルの定着 提案

地域の企業

3.9 
4.0 

H27年度 H30年度

事業性貸出平残

兆円

＋1,600億円

ほくほくフィナンシャルグループ



有価証券運⽤・リスク管理
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 市場環境変化に柔軟に対応しつつ、円債以外の分散投資を強化
 過度なリスクテイクを控え、⾦利上昇リスクに備えたポートフォリオ運⽤

億円

22,077  20,617 
18,604 

16,390  15,695  16,220 

1,226 
1,280 

1,471 
1,830  1,860  1,860 

1,104  3,175  3,775  4,325 

1,086  2,627 
4,175  4,835 

4,515 
24,397  23,642  23,806 

25,570  26,165  26,920 

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

有価証券平残

外債ほか

投資信託

株式

円債

為替ヘッジの
活⽤

外債型の
活⽤



効率化・経費
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44  56  75 

459  413  430 

446  438  425 

951  909  930 

65.37% 63.57%
69.14%

H24年度 H27年度 H30年度

経費とOHR

人件費

物件費

税金

OHR

億円

店内業務 顧客記⼊伝票の削減、オペレーションの簡素化・スピードアップ、事務センタへの集中化
渉外業務 タブレット端末を活⽤した提案⼒の強化、ペーパレス化、本部集中業務の拡⼤
本部業務 ペーパレス化、IT装備の充実、グループ内での企画・リソースの共有
店舗・ATM 営業形態の⾒直し、営業スタイル別店舗への移⾏、グループとしての最適配置

業務軽量化やグループシナジーの追求により効率的な組織と顧客サービスの充実を実現

 接客・提案時間の拡⼤
 フロント⼈員の増加
 地⽅での店舗・サービスの維持

顧客満⾜度と
コスト競争⼒の向上



資本政策・配当⽅針

15

健全な財務体質の構築と安定的な配当の実現

 健全な財務体質
 H31/3⽉までは劣後ローンの償還により⾃⼰資本⽐率は低下傾向
 利益の積上げとリスクアセットのコントロールにより⾃⼰資本⽐率を9.5%程度を維持

 配当⽅針
安定的な配当を継続することを第⼀とし、将来の利益⽔準や規制動向を考慮した⾃⼰資本⽐率
⾒通しに配慮して配当を決定する

725  400  400 
537  537  537  537 

5,480  5,350 

10.30% 9.55％

H28/3 H29/3 H30/3 H31/3

自己資本比率

優先株式

劣後調達

億円

1株あたり配当

H24年度 3.75円
H25年度 4.00円
H26年度 4.25円
H27年度
（予想） 4.25円

配当推移



事前に株式会社ほくほくフィナンシャルグループの許可を書⾯で得ることなく本
資料を転写・複製し、⼜は第三者に配布することを禁⽌いたします。本資料
は、情報の提供のみを⽬的として作成されたものであり、特定の証券の売買を
勧誘するものではありません。本資料に記載された事項の全部または⼀部は、
予告なく修正・変更されることがあります。本資料には、将来の業績に関する記
述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、
経営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。


